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第２図　調査トレンチ配置図

第１図　調査地位置図
( 国土地理院 1/25,000「宇治」)

１．はじめに

　今回の調査は塔の島地区改修事業に伴い、

国土交通省近畿地方整備局淀川河川事務所の

依頼を受けて実施しました。平成 24 年度から

調査を行っており、今回で３回目の調査にあ

たります（第２図）。

　平成24年度には、塔の川の喜撰橋の上流側

と橘橋の下流側で調査を行いました。第２・

３トレンチでは、川底を急激な水流から保護

するために打たれた杭群（千人杭）を検出し

ました。平成25年度には、喜撰橋と橘橋の間

の上流側を調査しました。15か所のトレンチ

を設定し、そのうち１・10・15・８トレンチ

で石と土を盛り上げて木杭を打ち込んだ堤状

遺構を検出しました。部分的な調査のため、

詳しい構造や時期については明らかにできま

せんでした。採取した木杭の放射性炭素年代

測定を行ったところ、室町時代、戦国時代～

江戸時代前期、江戸時代中期～現代など、

様々な時代に伐採されたことがわかりまし

た。木杭の伐採年代からは、遺構の年代を特

定することができませんでした。

　今年度は、堤状遺構の詳細を明らかにする

とともに、下流側に調査区を設けて、遺構の

有無を確認しました。調査面積は1,600㎡で

す。

２.調査の概要

１・３・４トレンチ　現在の川底から深さ約

を設定しました。

　調査の結果、堤状遺構は南北53ｍ×東西５

ｍの範囲に、人頭大の石を埋め込んで土が盛

り上げられて造られていました。高さは最大

で約0.5ｍあります。平面的には岸側に向か

い、緩やかな円弧をなしています。石の周辺

には木杭が打ち込まれ、部分的に丸太が埋め

られていました。

　内部からは摩滅を受けた瓦片のほか、近世

の土器片が出土していますので、近世以降ま

で使われた可能性があります。

３．まとめ

　５トレンチで確認した堤状遺構については

その性格は特定できませんが、塔の川の左岸

近くにあることから、塔の川・宇治川の水を

制御し防災のために造られたことは間違いな

いでしょう。

　『宇治市史』によると、平等院から宇治橋

にかけては宇治川の増水で水がつくため、江

戸時代に堤が設けられたようです（第４

図）。宇治川の河底の土砂を浚渫し、その土

で堤を設けて水害を防いでいました。安永５

（1776）年の史料では、堤は「前々よりの仕

来り」とあり、それ以前から堤が造られてい

１ｍにわたって現代の河川堆積土が堆積し、

昭和 40 年代に設置されたコンクリートの川床

およびその整地層を認めました。その下に、

近世の遺物を含む河川内堆積層を厚さ 0.2 ～

0.8ｍ確認しましたが、遺構面は見つかりませ

んでした。

２トレンチ　１・３トレンチの間に設定した

トレンチです。１トレンチなどと同様、コン

クリートの川床およびそれに伴う整地土が認

められました。それを除去すると地山上に薄

く細砂が堆積し、その中から平等院関係の瓦

や中世の土師器片などが出土しました。柱穴

などの遺構は検出されませんでした。

５トレンチ　昨年度確認した堤状遺構の詳細

を明らかにするために、62ｍ×16ｍの調査区

たようです。

　また、平等院から宇治橋にかけては、宇治

浜・平等院浜と呼ばれ（第５図）、近世末・

明治初頭には舟問屋４件、舟宿が１軒あった

ようです。今回の堤状遺構は、宇治川・塔の

川の急な水の流れから船着場や川岸を護るた

めに水流を弱める施設として造られたとも考

えられます。

　このように、今回の調査により、宇治の護

岸のあり方の一端を知る貴重な成果を得るこ

とができました。

第３図　平等院釣殿と宇治川（宇治市史より）
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写真１　堤状遺構ＳＸ01全景　 写真２　堤状遺構ＳＸ01全景　

写真４　堤状遺構ＳＸ01北半　 写真５　堤状遺構ＳＸ01北半　 写真６　堤状遺構ＳＸ01全景　写真３　堤状遺構ＳＸ01北半　

第６図　堤状遺構ＳＸ01平面図（矢印は写真の方向）　

第５図　宇治橋周辺の浜（宇治市史より）

第４図　宇治川洪水の被災地

（宇治市史より）
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